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ご協力ありがとうございます

▲

江口光株式会社 様

▲

川崎設備工業株式会社 様

▲

中京プラントサービス株式会社 様

▲

日本パッキング株式会社 様

▲

シンコー株式会社 様

日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として多額のご寄付をいただいた法人様

赤十字事業は、皆さまからの活動資金のご協力によって支えられています。

活動資金

Information
インフォメーション

郵便振替口座／00860-1-732 日本赤十字社愛知県支部
郵便局備え付けの振込取扱票でお手続きください。

▲

藤吉工業株式会社 様

▲

株式会社バンショー 様

▲

株式会社平岩鉄工所 様

▲

株式会社山忠 様

ハートラちゃん
ぬいぐるみ（小）
ハートラちゃんの
ぬいぐるみを
抽選でプレゼント

3
名様

日本赤十字豊田看護大学は日本赤十字社愛知支部病院救護看護婦養成所として発
足し80余年の歴史を持つ中部圏唯一の赤十字の看護大学であり、全国で卒業生が活
躍しています。医療・保健から災害救護・国際活動まであらゆる現場で活躍できる
看護師を目指し、災害看護や国際交流、実習に力を入れ、実践力をしっかりと身に
つけることができます。
一般入試の出願は1月５日から！個別学力試験のない共通テスト利用選抜を含め
本学は1月から3月まで試験があり、進学先を早く決めたい方も最後まで頑張りたい
方もどちらも応援します！赤十字の仲間になり、本学で看護師を目指しませんか？

赤十字の理念のもと、一緒に看護師を目指そう

謹
ん
で
新
春
の
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び
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げ
ま
す
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平
素
か
ら
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
推
進
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
も
度
重
な
る
台
風
や
豪
雨
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被
災

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
情
勢
不
安

が
長
期
化
し
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る
人
道
危

機
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
当
支

部
で
は
災
害
義
援
金
や
海
外
救
援
金
の
募
集
、
ま
た
必
要

に
応
じ
て
職
員
の
派
遣
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
時
の
活
動
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
想
定
の
訓
練
・
研
修
を
実

施
す
る
ほ
か
、
救
急
法
等
の
講
習
普
及
、
青
少
年
赤
十
字
、

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
、
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
、
貧
困
や
孤
独
・
孤
立
、
多
文
化
共
生
な
ど
、

地
域
社
会
が
抱
え
る
問
題
は
一
層
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
多
様
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
当
支
部

で
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
支
援
」「
高
齢
者
の
健
康

生
活
支
援
」「
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
」

「
災
害
時
の
被
災
者
支
援
」
の
４
つ
を
重
点
分
野
と
し
て
掲

げ
、
県
内
の
市
町
村
や
関
係
団
体
、
地
域
住
民
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
地
域
に
寄
り
添
い
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
着

実
に
実
施
し
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ま
い
り
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す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
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解
と
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援
を
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す
よ
う
お
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す
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TOPICS REPORT NEWS CAMPAIGN

祖父母向け子育て支援講座
日本赤十字豊田看護大学　公開講座情報

共働き家庭が増えている昨今、忙しい親に代わって子育てを手伝う祖父母の方も
増えています。でも、今時の子育ては昔とはちょっと違うと感じ、戸惑いをもつ方
も多いようです。現代の子育てにおいて大事にされていることを知って、孫育てに
役立ててみませんか

卒業献血キャンペーン実施中！
旅立ちの日に、誰かの希望になろう

第16回中村日赤ふれ愛まつりを
開催！

地域のみなさまとともに、
健康で元気なまちづくり

11月22日（土）、穏やかな秋晴れの下、日赤名古屋第一
病院で「第16回中村日赤ふれ愛まつり」を開催しました。
明治安田生命名古屋西支社様ご協力の「健康チェック

コーナー」や、警察・消防の車両展示を行ったほか、SVリー
グ所属男子バレーボールチーム「ウルフドッグス名古屋」の
マスコットで、愛知県支部赤十字親善大使のウルドくんが登
場し、会場は大いに盛り上がりました。また、大村秀章愛知
県支部長が当院を訪れ、来場者の皆さんにご挨拶させてい
ただきました。
来年度も様々

な企画を予定して
いますので、ぜひ
お越しください。

第43回 NHK海外たすけあい

ご協力ありがとうございました
NHKと日本赤十字社は毎年12月に「NHK海外たすけあ

い」として、世界で苦しんでいる人々への支援活動を使途と
する寄付金の募集を行っています。
本年度もNHK名古屋放送局や愛知県支部の募金受付

や、県内各地で赤十字奉仕団による街頭募金活動を行い、
多くの方にご協力いただきました。
皆様からお寄せいただいた寄付金は、海外の紛争や災害、
飢餓、病気などにより
苦しんでいる人々を
支援する赤十字の活
動に使われます。
ご協力いただいた
みなさま、誠にありが
とうございました。

「箏・尺八コンサート」を開催します！
令和8年2月9日（月）午後２時から（開場：午後1時30分）、日赤名古屋第一病
院　東棟2階　内ヶ島講堂にて「箏・尺八コンサート」を開催します。当コンサー
トは（公財）名古屋市文化振興事業団　名古屋能楽堂による企画で、箏・尺八の調
べにのせて、日本のわらべ唄やジブリメドレーなど誰もが一度は聴いたことのある
ポップスや童謡を披露
していただきます。癒
しの音色をぜひご堪能
ください。
観覧は無料、申込不
要です。なお、病院内
では必ず不織布マスク
をご着用ください。
ぜひ、皆様お誘い合
わせのうえご来場くだ
さい。

愛知県赤十字血液センターでは、この春に高校・短大・専門学校・大学を卒業さ
れる学生の方を対象に「卒業献血キャンペーン」を実施します。県内9カ所の献血
ルームまたは移動献血会場で献血の受付
をされた方へ「UHA味覚糖 コロロ ３種
セット」をプレゼント！（学生証をご提
示ください）。実施期間は令和８年3月
31日（火）まで。（記念品が無くなり次
第終了）将来にわたって輸血用血液を必
要とする患者さんの命を守るためには、
若い世代の皆さんの献血ご協力が必要で
す。この機会にぜひ、献血会場へお越し
ください。

令和8年3月7日（土）13:00~14:30
日本赤十字豊田看護大学
祖父母又は子育てについて聞きたい方
本学HP又は二次元コードからお申し込みください
（申込期限：令和8年2月23日（月）まで）

日　　時

会　　場

対　　象

申し込み方法

定員

100名

受講料

無料

▲

入
試
情
報
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こ
ち
ら 赤十字パビリオン 体験レポート

愛知県赤十字安全奉仕団委員長  青山和平

多くの人の心を揺さぶる展示だった!
　前回の愛知万博での展示を思わせるような演出があり、
しみじみと懐かしい気持ちになりました。映像を鑑賞し“考
える”ブースが特に印象

的で、感動し涙を流している来場者が多
く、かくいう自分も心が揺さぶられこみあ
げてくるものがありました。

弥富市赤十字奉仕団委員長  鈴木みどり

あたり前の毎日に感謝!
　人命を守る活動の大切さを、あらた
めて考えさせられる展示でした。災害
現場での救護や戦争による負傷者の

救済など、国際支援での様子が映像により、リアルに感
じることができました。命を守る赤十字という大きな枠
の中で、少しでも奉仕団として活動できることに誇りを
感じます。
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10
月
12
日
（
日
）、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県

支
部
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
西
尾

市
と
東
海
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
1
部
に
加

盟
す
る
F
C
刈
谷
と
協
働
し
、「
サ
ッ
カ
ー
教

室
」
と
「
A
E
D
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
に
暮
ら
す
日
本
人
の
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
も
含
め
、
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、
F
C
刈
谷
か
ら

•
鈴
木
将
馬
選
手

•
川
﨑
大
翔
選
手

•
宗
野
裕
斗
選
手

の
3
名
が
指
導
者
と
し
て
参
加
。

　

準
備
運
動
か
ら
パ
ス
練
習
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ま

で
、
プ
ロ
選
手
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

国
籍
や
言
葉
が
違
っ

て
い
て
も
、
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
る
中
で
自
然

に
声
を
掛
け
合
い
、

「
ナ
イ
ス
！
」

「
こ
っ
ち
！
」

と
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

試
合
に
勝
っ
て
喜
ん

だ
り
、
惜
し
い
プ
レ
ー

に
み
ん
な
で
悔
し
が
っ

た
り
。
そ
の
姿
は
ま
さ

に
、
同
じ
地
域
で
暮
ら

す
仲
間
の
姿
そ
の
も
の

で
し
た
。

ま
ず
は
サ
ッ
カ
ー
で「
一
緒
に
楽
し
む
」

そ
の
あ
と
は「
命
を
守
る
知
識
」を
み
ん
な
で

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

今
回
の
取
り
組
み
は
、「
一
緒
に
遊

び
、
一
緒
に
学
ぶ
」
機
会
を
つ
く
る

こ
と
で
、
同
じ
地
域
に
住
む
住
民
同

士
が
自
然
に
交
流
し
、
互
い
の
存
在

を
認
め
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
が
仲
良
く
な
る
と
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
に
も
笑
顔
が
広

が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
小
さ
な
積
み

重
ね
が
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
の
あ
と
は
、
保
護
者
も
一
緒

に
参
加
し
て
や
さ
し
い
日
本
語
で
の
「
A
E
D

講
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

突
然
の
事
故
や
急
病
は
、
誰
に
で
も
、
ど
こ

で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、「
国
籍
や
文
化
が
違
っ
て
も
、

命
を
守
る
行
動
は
誰
も
が
で
き
る
よ
う
に
」
と

い
う
思
い
を
込
め
た
講
習
で
す
。参

加
し
た
保
護
者

か
ら
は
、「
初
め
て

A
E
D
を
さ
わ
っ
た

け
れ
ど
、
や
っ
て
み

る
と
意
外
と
で
き

た
」、「
日
本
語
が
難

し
く
な
く
て
、
安
心

し
て
参
加
で
き
た
」

と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

地
域
に
根
づ
く 

〝
多
文
化
共
生
〞 

の
た
め
に

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
講
習
指
導
員
の
活
躍

7
月
16
日
（
水
）、
蟹
江
町
に
あ
る
日
本
語
学
校
に
て
、

日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
学
生
を
対
象
と
し
た
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
に
よ
る
救
急
法
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ユ
ー
ゼ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、
日

本
で
の
進
学
や
就
職
を
目
指
す
ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
な
ど
多
国
籍
の
学
生
が
在
籍
す
る
日
本

語
学
校
で
す
。
今
回
の
講
習
は
、
同
校
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

当
日
は
、
60
名
を
超
え
る
学
生
が
参
加
し
、
心
肺
蘇
生

（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
や
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
使
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
多
く
の
学

生
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
救
命
技
術
を
学
ぶ
の
は
初
め
て

の
経
験
で
あ
り
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
の
説
明
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

講
習
で
は
、
専
門
的
な
用
語
を
避
け
て
、
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

胸
骨
圧
迫
は
「
む
ね
の 

ま
ん
中
を 

何
回
も 

お
す
こ
と
」、

人
工
呼
吸
は
「
た
お
れ
た 

人
の 

口
か
ら 

い
き
を 

ふ
き

こ
む
こ
と
」
と
説
明
。
A
E
D
に
つ
い
て
も
「
さ
い
し
ょ

に　

み
ど
り
の 

ボ
タ
ン
を 

お
し
ま
す
」
な
ど
、「
や
さ
し

い
日
本
語
」
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も

交
え
な
が
ら
、
親
し
み
や
す
い
内

容
で
伝
え
ま
し
た
。  

参
加
者
か
ら
は
、「
母
国
で
も

1
1
9
番
で
救
急
車
を
呼
び
ま

す
！
」「
信
号
に
書
か
れ
た
住
所
を

救
急
車
に
伝
え
る
と
い
い
と
初
め

て
知
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

日
本
と
母
国
と
の
制
度
の
違
い
や

共
通
点
に
気
づ
く
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
、「
日
本
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
と
き
に
、
も
し
お

客
さ
ん
が
倒
れ
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
不
安
だ
っ
た
。
今
日
知
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
実
生
活

に
即
し
た
感
想
も
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。 

　

11
月
30
日
（
日
）、
豊
明
市
の
唐
竹
芝

生
ひ
ろ
ば
で
、
U
R
豊
明
団
地
周
辺
の
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
唐
竹

芝
生
ひ
ろ
ば 

地
域
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
が

豊
明
市
・
U
R
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
よ
る
救
急
法
講

習
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
外
国
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
指
導
員
で
あ
る
杉
尾
美
恵
子
さ
ん

と
小
川
ニ
ア
さ
ん
が
講
習
指
導
員
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県

支
部
で
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
活
用

し
た
救
急
法
講
習
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
も
理
解
が
難
し

い
方
に
は
母
語
で
伝
え
る
た
め
、
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
講
習
指
導
員
の
養
成
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
杉
尾
さ
ん
と
小
川
さ
ん

は
、
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
指
導
員
資
格

を
取
得
し
、
現
在
ま
で
約
9
年
間
に
わ
た

り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
R
豊
明
団
地
に
は
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
住
民
が
多
く
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
の
一
つ
に
も
「
防

災
意
識
の
向
上
と
多
文
化
共
生
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
習
も
そ
の
一
環
と
し
て
実
現
し

ま
し
た
。

当
日
は
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

な
ど
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
々
に
加
え
、
日
本
の

親
子
連
れ
や
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
国
籍
や
文
化
、
世
代
を
超
え
て
、
心
肺

蘇
生
や
A
E
D
の
使
い
方
を
真
剣
に
学
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
に
こ
う
い
う
場
面
に
遭

遇
し
た
と
き
、
戸
惑
う
し
か
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、

学
べ
て
よ
か
っ
た
」「
や
さ
し
い
日
本
語
は
外
国
人

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
て
良

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
町
村
の
防
災
計
画
で
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
方
は
「
要
配
慮
者
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は
、
言
葉
の
壁
に
よ
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
付
随
し
て
災
害
へ

の
備
え
や
避
難
に
関
す
る
知
識
・
情
報
を
得
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
す
。
し
か

し
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
や
母
語
で
学
ぶ
機
会
が
あ
れ
ば
、「
支
援
さ
れ
る
側
」
と
み
な
さ
れ
て

き
た
方
々
が
「
支
援
す
る
側
」
に
回
り
、
言
葉
の
壁
を
越
え
た
共
助
が
広
が
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
、
こ
の
自
助
・
共
助
力
の
向
上
は
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。

今
後
も
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
は
杉
尾
さ
ん
や
小
川
さ

ん
に
続
く
指
導
員
の
養
成
を
進
め
、
多
様
な
人
々
が
参
加
し
や

す
い
開
か
れ
た
講
習
を
実
現
し
、
防
災
・
減
災
分
野
の
分
野
に
お

い
て
も
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
語
を
学
ぶ
学
生
も
地
域
の
ち
か
ら
に

「
支
援
さ
れ
る
側
」か
ら「
支
援
す
る
側
」へ

日
本
赤
十
字
社
で
は
一
般
市
民
を
対
象
に
救
急
法
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

行
う
応
急
手
当
（
一
次
救
命
処
置
）
は
、
傷
病
者
の
命
を

つ
な
ぐ
う
え
で
非
常
に
重
要
で
す
。 

特
に
、
心
停
止
の
場
面
で
行
う
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
、

A
E
D
の
使
用
は
、
数
分
の
対
応
が
生
死
を
分
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
の
講
習
で
は
、

こ
う
し
た
知
識
と
技
術
を
、
年
齢
や
言
語
、
立
場
を
問
わ

ず
誰
も
が
実
践
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。 

今
回
の
講
習
で
は
、
日
本
語
が
得
意
で
な
い
方
に
も
正

し
く
伝
わ
る
よ
う
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
用
い
て
進

行
し
ま
し
た
。
や
さ
し
い
日
本
語
は
、
外
国
人
や
子
ど
も

な
ど
、
言
葉
に
不
慣
れ
な
方
に
対
し
て
情
報
を
正
確
に
伝

え
る
た
め
の
表
現
方
法
で
あ
り
、
災
害
時
や
緊
急
時
の
支

援
に
も
役
立
つ
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
す
。 

日
本
赤
十
字
社
の
救
急
法
講
習
と
は
？

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
方
々
に

「
や
さ
し
い
日
本
語
」で
伝
え
る

外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
指
導
員
が

「
母
語
」で
伝
え
る

2
0
2
4
年
12
月
末
時
点
で
、
愛
知
県
に
住
む
外
国
人
住
民
は
約
33
万
人
。

全
国
で
も
東
京
都
・
大
阪
府
に
次
い
で
多
く
の
方
々
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
、
行
政
・
企
業
・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
に
よ
り
、

地
域
の
多
様
な
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
が
「
命
を
ま
も
る
方
法
」
を
一
緒
に
学
び
あ
え
る
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

赤
十
字
が
実
施
す
る
救
急
法
講
習
で
は
、
誰
に
で
も
伝
わ
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
指
導
員
が
母
語
を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
。

こ
と
ば
の
垣
根
を
越
え
、
互
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
学
び
合
う
あ
た
た
か
な
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。


